


ペプチドグリカンは乳酸菌の一種ビフィズス菌（Bifidobacterium 
Thermophilum  属）から製造したものです。
ペプチドグリカンを魚が摂取すると、細菌等の微生物が体内に入ってき
たときと似た感受性（疑似感染）を示すため、魚の健康維持に役立つと
考えられています。
一度病気が発生するとたちまち全群に広がり、営利追及どころか経営面
で致命的ダメージをこうむることになりかねません。一般に病気が発生し
たときは、魚が一気に全滅することなく、まず何尾かの弱い魚が警告す
るかのように死亡します。不幸にして手当てが遅れたときには、急激に大
量死亡（普通の魚）を招き、その後死亡魚は減少して病気に耐えた強い
魚のみが生き残ることになります。
ここで言う「弱い魚」を「普通の魚」へ、「普通の魚」を「強い魚」へと
健康度をワンランクずつアップさせたらどうでしょう。「弱い魚」は最
初の感染源ですから、これをなくせば病気が発生しにくくなると考えら
れます。
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ブリ、ウナギ、ニジマス、クルマエビについて実験したところ、ペプチドグリガン給与により高
い生存率を示しました。


